
1次関数 [連立方程式の解とグラフ]

＜演習問題＞
図の 2つの直線 l,mの
交点の座標を求めよ。
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直線 lは (0,−1)を通り、傾きは、
1−(−1)
1−0 = 2
したがって直線 lを表す式は、
y = 2x− 1

直線mは (0, 1)を通り、傾きは、
0−1
1−0 = −1
したがって直線mを表す式は、
y = −x+ 1

直線 l,mを表す式から、
連立方程式{

y = 2x− 1

y = −x+ 1

として、これを解くと、
x = 2

3 , y = 1
3

よって、

交点の座標 (
2
3,

1
3

)

＜演習問題＞
図の 2つの直線 l,mの
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直線 lは (0, 1)を通り、傾きは、
−4−1
6−0 = −5

6

したがって直線 lを表す式は、
y = −5

6x+ 1

直線mは (0,−2)を通り、傾きは、
3−(−2)
3−0 = 5

3

したがって直線mを表す式は、
y = 5

3x− 2

直線 l,mを表す式から、
連立方程式{

y = −5
6x+ 1

y = 5
3x− 2

として、これを解くと、
x = 6

5 , y = 0
よって、

交点の座標 (
6
5, 0

)

SakuranoStudyRoom＜桜野先生の自習室＞



1次関数 [連立方程式の解とグラフ]

＜演習問題＞
図の 2つの直線 l,mの
交点の座標を求めよ。

O
x

y l

(1, 1)

−1

m

1

1 2−2

2

−2

直線 lは (0,−1)を通り、傾きは、
1−(−1)
1−0 = 2
したがって直線 lを表す式は、
y = 2x− 1

直線mは (0, 1)を通り、傾きは、
0−1
1−0 = −1
したがって直線mを表す式は、
y = −x+ 1

直線 l,mを表す式から、
連立方程式{

y = 2x− 1

y = −x+ 1

として、これを解くと、
x = 2

3 , y = 1
3

よって、

交点の座標 (
2
3,

1
3

)
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直線 lは (0, 1)を通り、傾きは、
−4−1
6−0 = −5

6

したがって直線 lを表す式は、
y = −5

6x+ 1

直線mは (0,−2)を通り、傾きは、
3−(−2)
3−0 = 5

3

したがって直線mを表す式は、
y = 5

3x− 2

直線 l,mを表す式から、
連立方程式{

y = −5
6x+ 1

y = 5
3x− 2

として、これを解くと、
x = 6

5 , y = 0
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6
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